
 

 

推進体制（推進会議・運営会議・取組ワーキンググループ）について 

 

１ 推進体制 

(1) 推進会議          年４回程度 

(2) 運営会議         年１０回程度（推進会議準備４回含む。） 

(3) 取組ワーキンググループ   それぞれのグループにより適宜開催 

２ 役割と構成 

 

３ 設置期間 

平成２９（２０１７）年度から平成３２（２０２０）年度まで 

【事務局】
30年度前半･･･これまでの体制を引き継ぐ
　（都市NT担当，京都文教大学，アルパック等）
30年度後半･･･住民・事業者による主体的な
　　運営会議の運営
　　※　都市総務課NT担当，京都文教大学，
　　　伏見区役所，京都市住宅供給公社，
　　　コンサルによるフォローアップ

【事務局機能】
30年度前半･･･これまでの体制を引き継ぐ（都市総務課NT担当，
　　　　　　　　京都文教大学，アルパック等）
30年度後半･･･運営会議を核とした運営
　　　　　　　　　※都市総務課NT担当等によるフォローアップ
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向島まちづくりビジョン推進会議
平成２９年４月設立

　【役割】
　・ビジョン推進の全体企画調整
　・ワーキング間の調整

　【構成】
　・地域住民，京都文教大学
　・京都市住宅供給公社
　・行政，コンサル
　・各ワーキンググループ長　　　など
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　【役割】
　・取組の検討・実践

　【構成】
　・検討会時のＷＧメンバーを基に編成
　・実践に必要な新たな人材を随時追加

　【役割】
　・ビジョンの進行管理（ＷＧ報告・地域連携促進・意思決定）
　・新しい人材の発掘・育成

　【構成】

　・街区代表者，学区社協，民協，ＰＴＡ，自主防，公園の代表者
　・地域の事業者
　・京都文教大学
　・京都市住宅供給公社
　・行政　　　　　　　　　　　　　　　など
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資料１ 

３３年度以降「まちづくり組織」へとつなげる 

【ビジョン推進テーマ３ 住民主体の向島ニュータウン（地域）全体のまちづくり組織の設立より抜粋】 

「推進会議」をまずは基盤として，地域における自治力を向上させながら，近い将来において，地域が主

体となってまちづくりの取組を進めるための「まちづくり組織」（※）を設立することを目指します。 

  ※ 「まちづくり組織」は，地域の住民団体，事業者，住宅供給公社により構成されることが想定さ 
れ，地域主体で，京都市等行政機関と協働関係により，まちづくりの方向性を定めたり，具体的 
なまちづくり活用に取り組んだりする組織として想定しています。 


